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働きたい!

その気持ちを応援します。
一富山県総合的雇用対策一

CLOSE UP [クローズアップ]

みんなで守る富山の環境
一環境影響評価条例ー
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い
よ
い
よ
始
動
!

介
護
保
険

要
介
護
認
定
の
申
請
受
付
開
始

回
来
年
四
月
か
ら
の
介
護
保
険
制
度

導
入
に
向
け
て
、
要
介
護
認
定
の
申

請
受
付
が
、
十
月
一
白
か
ら
各
市
町

村
の
窓
口
で
始
ま
り
ま
し
た
。

印
が
行
わ
れ
、
両
県
省
の
代
表
が
協

定
書
に
署
名
、
空
港
の
管
理
運
営
や
、

昨
年
就
航
し
た
富
山
・
大
連
便
の
利

用
促
進
の
た
め
の
宣
伝
活
動
に
つ
い
て

情
報
交
換
や
交
流
務
蓬
め
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
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とやま音のある風景

蛭谷のパタパタ茶

13 
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地主主をつくる仲間たちく人物カフェ〉

高岡万葉まつりを支える市民ボランティア

加須栄教子さん

教えて健康パークQ&A

とやま感動案内

なないろKAN

行ってみよう情縄

田
要
介
護
認
定
は
、
介
護
保
険
制
度

に
よ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め

に
必
要
な
手
続
き
で
、
「
介
護
が
必
要

か
」
、
「
ど
の
程
度
の
介
護
が
必
要
か
」

に
つ
い
て
認
定
す
る
も
の
で
す
。
結
果

は
、
介
護
の
必
要
の
程
度
に
応
じ
て

「
自
立
」
吉
宮
支
援
」
吉
宮
介
護
一

i
五」

-
今
後
、
幅
広
い
交
流
が
一
層
活
発

に
な
り
、
両
県
省
の
友
好
の
緋
が
さ
ら

に
強
固
な
も
の
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

-
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せ
県
庁
国
際
課
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北
東
ア
ジ
ア
地
域
の
飛
躍
に
向
け
た
大
き
な
成
果

ニ

ア

N
E
A
R
幻

(北
東
ア
ジ
ア
経
済
交
流
E
X
P
O
)

園
北
東
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
経
済
交

流
の
促
進
を
め
ざ
す
N
E
A
R
引
が
、

十
月
十
三
日
か
ら
十
五
日
ま
で
の
三

日
間
、
富
山
市
の
テ
ク
ノ
ホ
ー
ル
を
メ

イ
ン
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

-
N
E
A
R
引
は
、
北
東
ア
ジ
ア
地

域
(
日
本
、
中
園
、
韓
国
、
ロ
シ
ア
、
モ
ン

ゴ
ル
)
を
対
象
と
し
た
初
め
て
の
総
合

的
な
経
済
交
流
イ
ベ
ン
ト
で
、
展
示
商

談
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
対
岸
諸
国

の
投
資
環
境
説
閉
会
な
ど
多
彩
な
催

し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

-
こ
の
う
ち
展
示
商
談
会
に
は
、
中

園
、
韓
国
、
ロ
シ
ア
、
モ
ン
ゴ
ル
の
企

業
約
百
三
十
社
が
参
加
、
部
品
資
材

の
分
野
を
中
心
に
圏
内
企
業
の
関
心

も
高
く
、
会
期
中
に
行
わ
れ
た
商
談

は
約
千
三
百
件
、
こ
の
う
ち
、
契
約
が

成
立
す
る
見
込
み
の
も
の
は
約
二
百
件

に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

-
ま
た
、
こ
れ
は
、
富
山
県
で

開
催
さ
れ
た
初
め
て
の
国
際
見

本
市
で
、
会
場
に
は
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
を
求
め
る
国
内
外
の

企
業
関
係
者
約
一
万
人
が
来

場
、
北
東
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け

る
経
済
交
流
の
中
核
拠
点
と
し

て
の
富
山
県
を
広
く
ア
ピ
ー
ル

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

-
今
後
も
県
で
は
、
こ
の
よ
う
な
経
済

交
流
の
た
め
の
催
し
を
継
続
的
に
開
催

す
る
な
ど
、
北
東
ア
ジ
ア
地
域
、
そ
し 15 富山市役所での申請受付

昭和54年11月21日(水)

1979 

の
七
段
階
で
、
原
則
と
し
て
申
請
か

ら
三
十
日
以
内
に
通
知
さ
れ
ま
す
。

-
県
内
で
は
、
約
三
万
件
の
申
請
が

見
込
ま
れ
て
お
り
、
各
保
険
者
(
市
町

村
等
)
に
お
い
て
は
、
要
介
護
認
定
手

続
き
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
、
地

域
ご
と
や
年
齢
、
誕
生
月
ご
と
に
申

請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

-
な
お
、
要
介
護
認
定
の
結
果
に
不

服
が
あ
る
場
合
は
、
県
の
介
護
保
険

審
査
会
に
審
査
請
求
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

-
要
介
護
認
定
の
申
請
手
続
き
な
ど
、

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
の
問
合
せ

は
、
最
寄
り
の
市
町
村
の
介
護
保
険

担
当
窓
口
ま
で
。

-
問
合
せ

県
庄
局
齢
福
祉
課
介
護
保
険
班
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新
し

211月。1日

船
出

富
山
県
総
合
福
祉
会
館
が

オ
ー
プ
ン
!

あ
ず
み
ち
ょ
う

.
富
山
市
安
住
町
の
旧
済
生
会
富
山

病
院
跡
地
に
建
設
が
進
め
ら
れ
て
き
た

「
富
山
県
総
合
福
祉
会
館
」
が
こ
の
ほ

ど
完
成
し
、
十
一
月
十
一
日
に
オ
ー

プ
ン
し
ま
す
。

リて
組富 叫
ん山 下
で県
いの
き飛
ま躍
すの
。た
め

露
策

取

-
問
合
せ
県
庁
観
光
通
商
課
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陸の孤島に終止符
国道156号改良工事完成

たくさんの来場者でにぎわったメイン会場 (テクノホ

雲一つない青空に恵まれたこの日、国道

156号飛越峡合掌ラインの改良工事開通式

が行われ、関係者らの車が庄川町小牧ダ

ム~岐阜県白川村の約40kmをパレード、

沿線は住民らの歓迎小旗の波で揺れた。

この道路は、それまで情告道イチコロ線j

と呼ばれるほどの悪路で、 一年の1/3は通

行できず、冬の五箇山は庄川のダム湖を

運航する船だけが平野部との交通手段と

いう陸の孤島であった。冬季通行できる

道路の開通により、山里の暮らしは大き

く変わった。今では、たくさんの村人が

平野部へ通勤通学 し、独特の伝統や文化

に魅かれた観光客が一年を通して訪れる。

技術の粋を集めた道路整備は、五箇山を

F手腕」から陥 ι 一一一一一・

のふるさと」へ

と変貌させた

のである。
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友
好
の
緋
を
深
め
て

富
山
県
・遼
寧
省
友
好
県

省
締
結
十
五
周
年

リ
さ
『
〆
ね
い
し
よ
う

-
富
山
県
と
遼
寧
省
と
の
友
好
県
省

締
結
十
五
周
年
を
記
念
し
て
遼
寧
省

友
好
代
表
団
が
来
県
、
記
念
式
典
に

出
席
し
た
ほ
か
、
水
墨
美
術
館
で
開

催
さ
れ
た
「
遼
寧
省
中
国
画
展
」
な

ど
の
記
念
行
事
に
参
加
し
ま
し
た
。

-
十
月
十
二
日
の
記
念
式
典
で
は
、
中

沖
知
事
が
「
友
好
の
源
流
が
二
十
一

世
紀
に
は
大
河
と
な
り
、
日
本
と
中

園
、
ア
ジ
ア
や
世
界
の
平
和
と
発
展
を

-
こ
の
施
設
は
、
少
子

・
高
齢
化
や

核
家
族
化
が
進
む
な
か
、
地
域
で
共

に
支
-
え
合
う
福
祉
社
会
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
た
め
に
整
備
さ
れ
た
も
の
で
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
|
、
介
護
福
祉
士
な
ど

福
祉
を
支
-
え
る
人
材
の
養
成
を
行
-
っ
と

と
も
に
、
福
祉
に
関
す
る
職
場
で
働

き
た
い
人
の
た
め
に
職
業
案
内
や
職
場

説
明
会
な
ど
も
行
い
ま
す
。

-
ま
た
、
県
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
保

健
・
医
療

・
福
祉
な
ど
に
つ
い
て
の
相

談
に
応
じ
る
ほ
か
、
福
祉
図
書
館
も

設
置
し
、
福
祉
に
関
す
る
情
報
を
提

供
し
て
い
き
ま
す
。

-
施
設
の
愛
称
は
、
「
サ
ン
シ
ツ
プ
と

や
ま
」
。
船
の
よ
う
な
ユ
ニ
ー
ク
な
外

形
と
あ
い
ま
っ
て
、
新
し
い
福
祉
の
船

出
、
明
る
い
福
祉
の
殿
堂
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
い
ま
す
。

• 

県広報と哲彦 1999.11・1

祝賀パレードを小旗で
歓迎する村人たち

本箆は白紙10096<7.:病生紙を使用しています。

記念式典であいさつする中沖知事(上)
友好空港の協定書に署名する両県省の代表(下)

願
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
ま
た
、
遼
寧
省

か
く
て
い
ひ
ょ
う

の
郭
廷
標
副
省
長
は
「
そ
れ
ぞ
れ
優
れ

て
い
る
と
こ
ろ
事
」
補
完
し
合
い
、
幅
広

い
分
野
で
友
好
関
係
務
薬
き
た
い
」
と

述
べ
ま
し
た
。

し
ゅ
う
す
い
し

.
続
い
て
、
富
山
空
港
と
大
連
周
水
子

国
際
空
港
と
の
友
好
空
港
提
携
の
謂

v 

しあわせ宮山のシンボル「富山県総合福祉会館J

-
県
内
の
主
要
な
福
祉
関
係
機
関
も

入
居
す
る
こ
の
施
設
が
、
「
し
あ
わ
せ

富
山
」
の
シ
ン
ボ
ル
施
設
と
し
て
、
だ

れ
も
が
健
康
で
、
明
る
い
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
県
づ
く
り
に
貢
献
し

て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

-
問
合
せ
県
庁
社
会
福
祉
課
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業務内容

2000年とやま国体(夏季・秋季大会)の開・閉会式会場

での式典運営、観客の案内など

募集対象

県内在住・在勤又は在学で、昭和60年4月1日以前に

生まれた方

締切

12月24日(金)
※詳細は、県内の主なスポーツ施設、スポーツ用品居、

ショッピンクセンターなどにあるリーフレットを

ご覧ください。

国体ボランティア

「あいの風メイトj募集中!

-問合せ 2000年国体富山県実行委員会事務局

ft076(444)9667 
http://www.pref.toyama.jp/kokutai/ 

2・ 県広報と哲彦 1999.11




